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子
ど
も
と

か
か
わ
る

す
べ
て
の

人
に

子
ど
も
の
貧
困
の

再
発
見
か
ら
10
年
。

こ
の
10
年
間
の

政
策
・
実
践
・
研
究
を

批
判
的
に
検
討
し
、

 

子
ど
も
の
貧
困
を
議
論
す
る

枠
組
み
を
提
供
す
る
。

新
・ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
誕
生！

シリーズ　

子どもの貧困  

明石書店

子
ど
も
の
貧
困
は
、
わ
が
国
最
大
の
課
題
の
１

つ
だ
。
私
た
ち
は
「
自
分
事
」
と
し
て
こ
の
問

題
に
立
ち
向
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
子
ど

も
は
私
た
ち
の
未
来
な
の
だ
か
ら
。

出
口
治
明

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
A
P
U
）学
長

あ
な
た
は
誤
っ
た
「
貧
困
イ
メ
ー
ジ
」
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
か
。
自
己
点
検
の
た
め
に
も
、

そ
し
て
教
育
や
議
論
の
た
め
に
も
、
大
き
な
礎

と
な
っ
て
く
れ
る
シ
リ
ー
ズ
だ
。

荻
上
チ
キ

評
論
家

子
ど
も
の
貧
困
問
題
を
議
論
す
る
枠
組
み
を
与

え
る
力
強
い
シ
リ
ー
ズ
。「
失
わ
れ
た
20

年
」
に

進
行
し
た
こ
の
国
の
貧
困
化
を
直
視
し
、
子
ど

も
の
貧
困
へ
の
取
り
組
み
で
社
会
を
変
え
よ
う
。

宮
本
み
ち
子

放
送
大
学
・
千
葉
大
学
名
誉
教
授

「
子
ど
も
の
貧
困
」
は
、知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

知
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
シ
リ
ー

ズ
に
よ
っ
て
、
芯
の
通
っ
た
国
民
的
理
解
が
広

が
る
こ
と
を
望
む
。

湯
浅 

誠

社
会
活
動
家
・
法
政
大
学
教
授

子
ど
も
や
家
族
、
社
会
の
た
め
に
、
課
題
と
同

時
に
希
望
を
示
す
灯
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
根
源
的
に
問

う
、
子
ど
も
の
た
め
の
貧
困
研
究
の
集
大
成
。

秋
田
喜
代
美

東
京
大
学
教
授
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●
経
済
的
問
題
か
ら
離
れ
な
い
。

経
済
的
困
窮
を
基
底
に
お
い
て

貧
困
を
把
握
す
る
。

●
社
会
問
題
と
し
て
の
貧
困
と

い
う
観
点
を
と
る
。
個
人
的
問

題
に
し
な
い
。

●
貧
困
問
題
を
分
断
し
な
い
。

子
ど
も
の
貧
困
は
、
貧
困
の
理

解
と
対
策
を
広
げ
る
こ
と
ば
で

あ
る
。

●
反
貧
困
と
し
て
の
「
脱
市
場
」

と
「
脱
家
族
」
の
観
点
を
と
る
。

●
子
ど
も
期
の
発
達
・
社
会
的

特
徴
と
関
係
さ
せ
て
構
成
す
る
。

●
支
援
の
現
場
・
研
究
の
最
前

線
の
執
筆
者
、
総
勢
60
名
に
よ

る
書
き
下
ろ
し
。

シ
リ
ー
ズ
特
色

生
ま
れ
、育
つ
基
盤

遊
び
・
育
ち
・
経
験

教
え
る
・
学
ぶ

支
え
る
・
つ
な
が
る

大
人
に
な
る
・
社
会
を
つ
く
る

子
ど
も
の
貧
困
と
家
族
・
社
会

子
ど
も
の
世
界
を
守
る

教
育
に
何
が
で
き
る
か

地
域
・
自
治
体
・
国
の
役
割
と
社
会
保
障

若
者
の
貧
困
と
学
校
・
労
働
・
家
族

［
編
　
著
］　
松
本
伊
智
朗
・
湯
澤
直
美

［
編
　
著
］　
小
西
祐
馬
・
川
田
学

［
編
　
著
］　
佐
々
木
宏
・
鳥
山
ま
ど
か

［
編
　
著
］　
山
野
良
一
・
湯
澤
直
美

［
編
　
著
］　
杉
田
真
衣
・
谷
口
由
希
子

子
ど
も
が
生
を
う
け
た
こ
の
社
会
は
、
そ
も
そ
も
生
活
の
安
定
的
基
盤

が
確
保
さ
れ
て
い
る
社
会
な
の
か
。
子
育
て
・
ケ
ア
の
主
体
と
し
て
期
待

さ
れ
て
き
た
家
族
と
い
う
単
位
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
な
の

か
。
主
に
貧
困
と
ケ
ア
の
観
点
か
ら
、
現
在
の
社
会
と
家
族
の
特
徴
を

描
き
、
子
ど
も
の
貧
困
を
生
み
出
す
構
造
を
把
握
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
の
議
論
を
構
成
す
る
う
え
で
初
め
て
「
遊
び
」
を
位
置

づ
け
る
野
心
的
な
試
み
。
子
ど
も
の
発
達
に
と
っ
て
「
遊
び
」
は
重
要

な
要
素
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
本
巻
で
は
こ
の
間
隙
を
埋
め
な
が
ら
、
育
つ
／
育
て
る
営
み
を

総
体
と
し
て
理
解
し
、
子
ど
も
の
貧
困
の
議
論
を
豊
富
化
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
へ
の
政
策
的
対
応
で
大
き
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る

「
教
育
」
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
、
同
時
に
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

探
る
。
近
代
の
公
教
育
は
、
社
会
的
不
利
の
緩
和
と
固
定
化
と
い
う
両

義
的
な
側
面
を
も
つ
が
、
現
下
の
対
策
で
は
、
そ
の
点
に
無
自
覚
な
も

の
が
多
い
。
本
巻
の
議
論
は
、
こ
の
点
を
克
服
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

政
策・実
践
課
題
と
し
て
の
子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
対
応
策
が
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
確
保
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
示

さ
れ
る
。
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
対
応
策
の
議
論
は
、
個
別
的
、
事
後
的
対

応
の
み
に
矮
小
化
さ
れ
る
危
険
を
も
つ
が
、
こ
こ
で
は
全
体
の
枠
組
み
を

示
し
た
う
え
で
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
対
応
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
「
若
者
の
貧
困
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
論
の
架
橋
を

試
み
る
。
単
に
子
ど
も
期
の
不
利
が
移
行
を
困
難
に
す
る
と
い
う
点
の

み
な
ら
ず
、
今
日
の
若
年
層
が
直
面
す
る
構
造
的
不
利
が
子
ど
も
の
貧

困
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
若
者
が
自
己
の
人
生
と
社
会
を
つ
く
る
主

体
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
ど
う
保
障
す
る
の
か
、
議
論
が
な
さ
れ
る
。

は
じ
め
に
─
本
巻
の
構
成	

	
	

【
松
本
伊
智
朗
・
北
海
道
大
学
／
湯
澤
直
美
・
立
教
大
学
】

序
章　

な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
貧
困
を
問
題
に
す
る
の
か	【
松
本
伊
智
朗
】

第
Ⅰ
部　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く
る
社
会

第
1
章　

生
活
の
基
盤
は
安
定
し
て
い
る
か
（
１
）
─
雇
用
・
労
働
、
賃
金

	
	

【
川
村
雅
則
・
北
海
学
園
大
学
】

第
2
章　

生
活
の
基
盤
は
安
定
し
て
い
る
か
（
２
）
─
所
得
・
社
会
保
障

	
	

【
山
内
太
郎
・
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学
部
】

第
3
章　

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
保
育
士
の
現
状

	
─
保
育
労
働
の
変
容
が
も
た
ら
す
も
の	【
小
尾
晴
美
・
名
寄
市
立
大
学
】

第
4
章　

子
ど
も
を
ケ
ア
す
る
時
間
の
格
差	

【
大
石
亜
希
子
・
千
葉
大
学
】

第
Ⅱ
部　

子
育
て
の
場
と
し
て
の
家
族

第
5
章　

近
代
家
族
の
特
質
と
女
性
の
隠
れ
た
貧
困	【
丸
山
里
美
・
立
命
館
大
学
】

第
6
章　

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
─
所
得
と
時
間	【
鳥
山
ま
ど
か
・
北
海
道
大
学
】

第
7
章　

妊
娠
・
出
産
と
貧
困	

【
鈴
木
佳
代
・
愛
知
学
院
大
学
】

第
8
章　

貧
困
と
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
─
国
家
と
家
族
と
子
育
て
と

	
	

【
杉
山
春
・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
】

第
9
章　

家
庭
教
育
」
の
意
味
す
る
こ
と

	

─
個
人
／
家
族
／
国
家
の
関
係
を
考
え
る	

【
辻
智
子
・
北
海
道
大
学
】

第
Ⅲ
部　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
社
会

第
10
章　

指
標
か
ら
見
る
子
ど
も
の
貧
困	

【
阿
部
彩
・
首
都
大
学
東
京
】

第
11
章　

子
ど
も
の
貧
困
を
め
ぐ
る
報
道
と
社
会
意
識

	
	

【
中
塚
久
美
子
・
朝
日
新
聞
記
者
】

第
12
章　

子
ど
も
の
「
声
」
と
子
ど
も
の
貧
困
─
子
ど
も
の
権
利
の
視
点
か
ら

	
	

【
長
瀬
正
子
・
佛
教
大
学
】

「
本
当
の
貧
困
探
し
」
の
わ
な
─
あ
と
が
き
に
か
え
て	

【
松
本
伊
智
朗
】

序
章　

子
ど
も
の
世
界
の
中
心
と
し
て
の
遊
び	

【
川
田
学
・
北
海
道
大
学
】

第
Ⅰ
部　

遊
び
と
経
験
の
意
味

第
1
章　

貧
困
と
子
ど
も
の
経
験
─
子
ど
も
の
視
点
か
ら
考
え
る

	
	

【
大
澤
真
平
・
札
幌
学
院
大
学
】

第
2
章　

多
様
な
子
ど
も
を
包
摂
す
る
あ
そ
び
の
可
能
性

	
	

【
塩
崎
美
穂
・
日
本
福
祉
大
学
】

第
3
章　

遊
び
心
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
─
障
が
い
と
貧
困
の
重
な
り

	
	

【
赤
木
和
重
・
神
戸
大
学
】

第
Ⅱ
部　

子
ど
も
の
世
界
を
守
る
実
践

第
4
章　

遊
び
と
育
ち
を
支
え
る
保
育
実
践

	
	

【
山
岡
真
由
美
・
名
古
屋
市
立
保
育
園
園
長
】

第
5
章　

み
ん
な
が
気
持
ち
い
い
学
童
保
育

	
	

【
長
谷
川
佳
代
子
・
埼
玉
わ
ら
し
べ
の
里
共
同
保
育
所
】

第
6
章　

や
は
り
、
授
業
が
プ
レ
イ
フ
ル
で
あ
る
こ
と

	
	

【
石
川
晋
・
授
業
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

第
7
章　

多
世
代
多
様
な
場
の
可
能
性
─
地
域
子
育
て
支
援
の
実
践

	
	

【
小
林
真
弓
・
札
幌
ね
っ
こ
ぼ
っ
こ
の
い
え
】

第
8
章　

放
課
後
の
地
域
の
居
場
所
か
ら
考
え
る	 【
山
下
智
也
・
宮
崎
国
際
大
学
】

第
Ⅲ
部　

育
ち
の
基
盤
を
支
え
る

第
9
章　

子
ど
も
の
健
康
と
貧
困	

【
佐
藤
洋
一
・
和
歌
山
生
協
こ
ど
も
診
療
所
所
長
】

第
10
章　

基
盤
と
し
て
の
子
育
て	

【
岩
田
美
香
・
法
政
大
学
】

第
11
章　

貧
困
対
策
に
お
け
る
保
育
の
再
定
位
に
向
け
て

	
	

【
萩
原
久
美
子
・
下
関
市
立
大
学
】

終
章　

家
族
だ
け
で
は
「
子
ど
も
の
世
界
」
は
守
れ
な
い
（
保
障
で
き
な
い
）

	
	

【
小
西
祐
馬
・
長
崎
大
学
】

序
章　
「
子
ど
も
の
貧
困
ブ
ー
ム
」
を
ふ
り
か
え
っ
て	

【
佐
々
木
宏
・
広
島
大
学
】

第
Ⅰ
部　
〈
教
育
〉
化
す
る
「
子
ど
も
の
貧
困
」
政
策
の
再
検
討

第
1
章　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
再
考	

【
堅
田
香
緒
里
・
法
政
大
学
】

第
2
章　

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
教
育
支
援

	

─
教
育 Learn

＋
福
祉 w

elfare

＝
ラ
ー
ン
フ
ェ
ア Learnfare

	
	

【
桜
井
啓
太
・
名
古
屋
市
立
大
学
】

第
3
章　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
貧
困
と
教
育	

【
丸
山
啓
史
・
京
都
教
育
大
学
】

第
4
章　

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
の
貧
困
と
教
育	

【
新
藤
慶
・
群
馬
大
学
】

第
Ⅱ
部　

教
育
と
「
お
金
」

第
5
章　

家
計
の
中
の
教
育
費	

【
鳥
山
ま
ど
か
・
北
海
道
大
学
】

第
6
章　

教
育
の
市
場
化
は
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
な
る
か

	
	

【
篠
原
岳
司
・
北
海
道
大
学
】

第
7
章　

教
育
費
の
家
庭
依
存
を
支
え
る
日
本
人
の
意
識

	
	

【
中
澤
渉
・
大
阪
大
学
】

第
Ⅲ
部　

教
え
る
・
学
ぶ
の
「
現
場
」
か
ら

第
8
章　

子
ど
も
の
貧
困
と
教
師	

【
盛
満
弥
生
・
宮
崎
大
学
】

第
9
章　
「
学
校
以
前
」
を
直
視
す
る
─
学
校
現
場
で
見
え
る
子
ど
も
の
貧
困
と

	

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク	

【
金
澤
ま
す
み
・
桃
山
学
院
大
学
】

第
10
章　

学
習
支
援
は
何
を
変
え
る
の
か
─
そ
の
限
界
と
可
能
性

	
	

【
西
牧
た
か
ね
・
調
布
市
学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

第
11
章　

株
式
会
社
は
子
ど
も
の
貧
困
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

	
	

【
岡
本
実
希
・
株
式
会
社
L
I
T
A
L
I
C
O
】

第
12
章　

貧
困
問
題
を
教
え
る
授
業
の
現
場
か
ら

	

─
「
他
人
事
と
し
て
の
貧
困
」
と
い
う
壁	

【
佐
々
木
宏
】

お
わ
り
に		

【
鳥
山
ま
ど
か
】

序
章　

は
じ
め
に
─
本
巻
の
主
題
と
構
成	

【
山
野
良
一
・
沖
縄
大
学
】

第
Ⅰ
部　

社
会
保
障
と
子
ど
も
の
貧
困

第
1
章　

子
ど
も
の
貧
困
と
「
社
会
手
当
」
の
有
効
性
：
防
貧
政
策
と
し
て
の

	

児
童
手
当
制
度
　	

【
北
明
美
・
福
井
県
立
大
学
】

第
2
章　

福
祉
の
論
理
か
ら
見
た
子
ど
も
の
貧
困
と
生
活
保
護
　

	
	

【
岡
部
卓
/
三
宅
雄
大
・
首
都
大
学
東
京
】

第
3
章　

子
ど
も
の
健
康
状
態
と
医
療
保
障
を
考
え
る

	
	

【
寺
内
順
子
・
大
阪
社
保
協
】

第
4
章　

子
ど
も
の
貧
困
と
住
ま
い	

【
葛
西
リ
サ
・
大
阪
市
立
大
学
特
別
研
究
員
】

第
Ⅱ
部　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開

第
5
章　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
そ
の
実
践
（
１
）

	

─
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
を
中
心
に

	

　	

【
加
藤
彰
彦
・
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
】

第
6
章　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
そ
の
実
践
（
２
）

	

─
高
度
成
長
期
以
降
の
流
れ	

	
	

　【
幸
重
忠
孝
・
幸
重
社
会
福
祉
事
務
所
】

第
7
章　

医
療
現
場
で
子
ど
も
の
貧
困
に
ど
う
気
づ
き
ど
う
支
援
す
る
か

	

─
医
療
面
か
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク	

【
和
田
浩
・
健
和
会
病
院
】

第
8
章　

子
ど
も
虐
待
と
社
会
的
養
護
を
め
ぐ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　	

　【
川
松
亮
・
子
ど
も
の
虹
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
】

第
Ⅲ
部　

国
・
自
治
体
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策

第
9
章　

子
ど
も
の
貧
困
と
基
礎
自
治
体
施
策
を
考
え
る	

　
【
山
野
良
一
】

第
10
章　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
生
成
と
展
開	

　【
湯
澤
直
美
・
立
教
大
学
】

お
わ
り
に		

　【
湯
澤
直
美
】

は
じ
め
に
─
本
巻
の
主
題
と
構
成
／
若
者
へ
の
視
座	

【
杉
田
真
衣
】

第
Ⅰ
部　

子
ど
も
の
貧
困
と
若
者
期
を
考
え
る
視
点
（
総
論
）

第
1
章　

学
校
を
離
れ
る
─
「
進
路
」
の
形
成
と
学
校
・
若
者
支
援

	
	

【
杉
田
真
衣
・
首
都
大
学
東
京
】

第
2
章　

仕
事
を
し
て
暮
ら
す
─
労
働
と
社
会
保
障

	
	

【
橋
口
昌
冶
・
エ
キ
タ
ス
京
都
】

第
3
章　

依
存
で
き
な
い
家
族
・
家
族
形
成
の
不
利

	
	

【
谷
口
由
希
子
・
名
古
屋
市
立
大
学
】

第
Ⅱ
部　

子
ど
も
期
の
貧
困
と
「
大
人
に
な
る
こ
と
の
困
難
」
の

	
  

か
た
ち
（
各
論
）

第
4
章　

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
の
大
学
進
学
─
制
度
的
に
作
ら
れ
た
負
担

	
	

【
林
明
子
・
大
妻
女
子
大
学
】

第
5
章　

ひ
き
こ
も
り
と
社
会
参
加
の
課
題
─
子
ど
も
と
家
族
を
取
り
ま
く

	

孤
立
お
よ
び
「
隠
れ
貧
困
」	

【
川
北
稔
・
愛
知
教
育
大
学
】

第
6
章　

貧
困
と
複
合
的
不
利
─
社
会
的
養
護
と
「
自
立
支
援
」	

	
	

【
屋
代
通
子
・
シ
ー
ズ
南
平
岸
ホ
ー
ム
長
】

第
7
章　

障
害
と
と
も
に
生
き
る
若
者	

【
新
藤
こ
ず
え
・
立
正
大
学
】

第
Ⅲ
部　

つ
な
が
る
・
発
言
す
る
・
人
生
と
社
会
を
つ
く
る

第
8
章　

社
会
的
養
護
と
当
事
者
活
動	

【
永
野
咲
・
日
本
女
子
大
学
】

第
9
章　

主
体
と
し
て
の
若
者

お
わ
り
に
─
「
市
民
と
し
て
生
き
る
こ
と
」
の
保
障	

【
谷
口
由
希
子
】

シ
リ
ー
ズ
│

子
ど
も
の
貧
困
❶

シ
リ
ー
ズ
│

子
ど
も
の
貧
困
❷

シ
リ
ー
ズ
│

子
ど
も
の
貧
困
❸

シ
リ
ー
ズ
│

子
ど
も
の
貧
困
❺

シ
リ
ー
ズ
│

子
ど
も
の
貧
困
❹


